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〝
断
ら
な
い
相
談
支
援
〞

　

生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
〝
ま
い
さ
ぽ
〞の
役
割

平
成
27
年
４
月
か
ら
生
活
困
窮
者
の
支

援
制
度
が
始
ま
り
、
生
活
全
般
に
わ
た
る

困
り
ご
と
の
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
、
ま

い
さ
ぽ
で
は
「
と
も
に
創
る
」
を
実
践
す

る
断
ら
な
い
相
談
支
援
に
向
け
た
包
括
的

支
援
体
制
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、

「
生
活
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー〝
ま
い
さ
ぽ
〞」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
専
門
の
支
援
員

が
相
談
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
自
立
相

談
支
援
及
び
就
労
準
備
支
援
等
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
就
労
支
援
員
等
が
相
談

者
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
が
行
わ
れ
る
よ

う
、
相
談
者
と
と
も
に
プ
ラ
ン
を
作
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
関
と
連
携
し
て
本
人
の
自
立

を
支
え
て
い
き
ま
す
。
働
き
た
く
て
も
働

け
な
い
、
住
む
と
こ
ろ
が
な
い
な
ど
、
困
り

ご
と
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
地
域
の
相
談

窓
口
ま
い
さ
ぽ
が
一
緒
に
考
え
、
解
決
の
お

手
伝
い
を
す
る
と
と
も
に
、
ご
家
族
な
ど
周

り
の
方
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
い
さ
ぽ
の
支
援
は
、
本
人
や
世
帯
の

状
態
の
変
化
に
寄
り
添
う
継
続
的
な
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
相
談

を
「
受
け
止
め
る
」、
そ
ば
で
「
寄
り
添
う
」

こ
と
も
大
切
な
実
践
で
す
。
相
談
者
が
抱

く
気
持
ち
や
感
情
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
支
援

過
程
を
通
し
て
そ
の
気
持
ち
や
感
情
、
ま

た
状
況
や
状
態
も
変
化
し
て
い
く
の
で
、
同

じ
事
例
は
一
つ
も
な
く
、
支
援
の
結
果
も
同

　

ま
い
さ
ぽ
の
相
談
に
お
い
て
同
じ
事
例
は

一
つ
と
し
て
な
い
こ
と
か
ら
、
支
援
方
法
に

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
重
ね

て
き
た
各
ま
い
さ
ぽ
に
お
け
る
支
援
経
過
や

結
果
を
、
経
験
（
支
援
員
と
し
て
の
プ
ロ
意

識
）
と
し
て
蓄
積
し
、
こ
れ
か
ら
の
相
談
支

援
の
場
面
に
お
け
る
参
考
や
応
用
に
役
立
て

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
生

活
課
題
が
顕
在
化
し
困
窮
状
態
が
複
雑
化

し
て
い
ま
す
。
今
、
ま
さ
に
個
別
の
生
活
課

題
に
寄
り
添
い
、
関
係
機
関
の
皆
様
と
協
力

し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
支
援
の
た
め
の
連
携

を
目
指
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
ま
い
さ
ぽ
の
支
援
員
は

日
々
、
よ
り
よ
い
相
談
援
助
を
模
索
し
、

悩
み
、
葛
藤
し
な
が
ら
知
識
と
経
験
を
積

み
重
ね
、
相
談
者
に
向
き
合
い
寄
り
添
っ
て

い
ま
す
。

ま
い
さ
ぽ
相
談
支
援
集

　

本
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
ま
い
さ
ぽ
支
援

事
例
集
（
第
１
巻
〜
４
巻
）
に
て
、
複
合

的
か
つ
複
雑
化
し
た
課
題
に
寄
り
添
っ
た
支

援
事
例
を
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
、

「
相
談
支
援
集
」
と
名
前
を
改
め
、
同
志
社

大
学
の
野
村
裕
美
教
授
が
監
修
し
、「
各
段

階
に
特
化
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
ス
キ
ル
」

（
下
図
）
を
元
に
、
支
援
員
の
「
視
点
」
や

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
ス
キ
ル
」
を
見
え
る
化

し
、
支
援
の
根
幹
で
も
あ
る
「
支
援
員
と

し
て
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
プ
ロ
意

識
）」
に
つ
い
て
事
例
を
通
じ
、
各
段
階
に

ま
と
め
ま
し
た
。
相
談
支
援
員
、
関
係
機

関
の
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
方
に

支
援
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

各
段
階
に
特
化
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
ス
キ
ル

お
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人
長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
事
業
部
あ
ん
し
ん
創
造
グ
ル
ー
プ
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◇福祉課題の複雑化・複合化に伴い、従来の属性別の支援体制では対応が困難となり、本人・
世帯の属性を問わず幅広く相談を受け止める「断らない」相談支援が求められています。
◇高齢・障がい・子ども・生活困窮など各専門支援機関の連携や、「くらし」と「しごと」全般
に及ぶ伴走支援に向けた、多機関協働の中核的な役割を果たす機能が必要とされています。

■ 取組の背景

「ともに創る」を実践する

断らない相談支援に向けた
包括的支援体制づくり

専門職による
伴走支援

属性や世代を
問わない相談

医療
関係教育

関係

児童
関係

高齢
関係

保健
関係司法

関係家計支援
関係

住まい
関係

まいさぽ 雇用
就労関係

障がい
関係 多文化共生

関係まいさぽ
地域包括支援センター
障がい者総合支援センター

相談支援機関

相談支援包括化推進員

断らない相談支援 多機関協働

市
町
村
域

広
域
・
県
域

切れ目のない包括的支援体制

◎福祉各分野の協働の
中核として、相談支
援包括化推進員の設
置推進

◎包括的支援体制づくり
を目指す、広域・県
域での連携、不足す
る社会資源の創出

◎各分野におけるソー
シャルワーク機能の
強化のための連携や
研修体制の整備
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地域共生・信州

みんなで
取り組む

進め！信州ふっころプラン進め！信州ふっころプラン
（長野県地域福祉活動計画）（長野県地域福祉活動計画）
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畑で育まれる畑で育まれる
「ここに暮らし続「ここに暮らし続けていいんだ」という実感けていいんだ」という実感

～NPO法人地域支え合いネット まちかど農園～～NPO法人地域支え合いネット まちかど農園～

　2018年に、当時の駒ヶ根市第２層生活支援コーディネーター
の有志が中心となり設立されたNPO法人地域支え合いネット。
有償の住民参加による高齢者等の生活・移動支援事業、通所型
の介護予防サービス、そして一般介護予防事業や認知症のある
人とそのご家族への支援等を行っています。

 介護予防の場としてスタートした「まちかど農園」
　2020年、コロナ禍でも屋外でできる介護予防の場として、市内
の畑をお借りし、試験的に畑づくりを行いました。2021年には、
認知症のある人と一緒に活動できる場づくり
という目的も加わり、「まちかど農園」と名付
けて本格的にスタート。ハロウィンカボチャ、
さつまいも、大根を栽培、収穫しました。
　畑にいると、誰が認知症とか誰がスタッフ
とかは関係ありません。スタッフも認知症の

ある人も地域のボランティアさんも一緒になって農作業をすることで、そこが誰にとっ
ても「地域の中の居場所のひとつ」になってくれればという思いでやっています。

 地域とつながる居場所として
　収穫したハロウィンカボチャは、スタッフとボランティアによって
顔をつけ、市内の保育園、幼稚園、小学校、福祉施設等87か所に
配布。大変好評で「もうひとつもらえませんか？」とお問い合わせ
をいただく程、皆様に喜んでいただきました。
　今年は、近くの人が出てこられるようにと更に５か所の畑をお
借りして、合計６か所の「まちかど農園」ができました。今年もハロ
ウィンカボチャ、さつまいもを植え、更に枝豆、小玉スイカ、ひまわ

りも植えています。昨年同様、認知症のある人とそのご家族のほか、これからは地域の中に居場所がほし
いという人にも声をかけ、仲間の輪を広げていきたいと考えています。
　そして、今年は収穫したハロウィンカボチャやさつまいも等を市内のイベントで販売し、次年度の種の購
入資金に充てるという目標もあります。
 
　「まちかど農園が地域の居場所の一つとなり、そこに誰となく集まり、畑しごとを
共有することで『ここに暮らしてもいいんだ』という気持ちになれる、そんな場を目
指していきたいと思います」と地域支え合いネット理事の松原さんは話します。
　手間暇をかければかけるだけおいしい野菜が育つのと併せて、まちかど農園にた
くさんの笑顔と出逢いがこれからも生まれる予感しかありません。

NPO法人地域支え合いネット
TEL： 0265-98-0940　HP: http://c-sasaeai.net/

お問い合わせ先地域支え合いネットでは、
まちかど農園をはじめ活動の様子を
Facebookで公開しています。
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●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へ
　お寄せください。

長野県社会福祉協議会
総務企画部 企画グループ
TEL 026-228-4244
FAX 026-228-0130
E-mail kikaku@nsyakyo.or.jp

長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修
共同サイト

きゃりあねっと

福祉・
介護べんり帖

信州福祉・
介護のひろば

webでもご覧になれます

信州福祉事業所認証・評価制度
については「信州福祉・介護のひ
ろば」HPをご覧ください。

ウェブサイト“ひとりひとりが社会福祉HERO‘S”から引用しています。
http://www.shafuku-heros.com/

福祉の現場で活躍する
ヒーローたちをご紹介します。

第797号　2022年（令和4年）７月25日発行（毎月25日発行）
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●編集制作・印刷所／有限会社サンライズ　●購読料／１部30円（本会会費に含む）

　
「
ツ
ク
イ
松
本
岡
田
」の
誕
生
と
と
も
に
事

業
管
理
者
と
な
り
、ま
ず
心
が
け
た
の
は
、率
先

し
て
周
囲
の
職
員
と
同
じ
目
線
で
働
く
こ
と

で
す
。「
経
験
上
、職
員
と
一
緒
に
働
い
て
現
場

を
知
っ
た
上
で
管
理
業
務
を
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、一
年
目
は
大
変
で
し
た

が
管
理
業
務
と
現
場
の
仕
事
を
並
行
し
て
取

り
組
み
ま
し
た
」と
話
し
ま
す
。結
果
、日
常
の

中
で
職
員
か
ら
自
然
と
相
談
が
で
き
る
風
通

し
の
よ
い
環
境
が
育
ま
れ
、管
理
業
務
中
心
と

な
っ
た
現
在
は
、自
分
の
指
示
や
計
画
が
功
を

奏
し
て
事
業
所
の
実
績
に
つ
な
が
っ
た
り
、お
客

様
か
ら
好
反
応
を
得
る
こ
と
が
や
り
が
い
だ
と

言
い
ま
す
。

　
「
機
能
訓
練
特
化
型
で
、元
気
で
活
気
あ

る
お
客
様
が
多
い
の
で
、明
る
い
対
応
と
信
頼

関
係
の
構
築
で
楽
し
く
生
活
維
持
を
し
て
も

ら
え
た
ら
。今
後
は
転
倒
予
防
教
室
な
ど
も

開
き
、認
知
症
予
防
も
考
え
て
い
き
た
い
で
す

ね
」。

　

事
業
所
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
企
画
し
な

が
ら
、高
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
目
標
に
向
か
っ
て

励
ん
で
い
ま
す
。

管理者として職員の定期面談や日々の業務改善、人員配置、外部と
の連携などに励む二反田さん

管理業務中心の現在も、現場の状況に応じて理学療法士としても活躍

全
国
47
都
道
府
県
で
、約
40
年
に
わ
た
り

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
株
式
会
社
ツ
ク
イ
。中

で
も
２
０
２
１
年
に
新
設
さ
れ
た「
ツ
ク
イ
松
本

岡
田
」は
、長
野
県
内
で
は
唯
一の
機
能
訓
練
特

化
型
事
業
所
で
す
。機
能
訓
練
機
を
多
く
設

け
、お
客
様
と
セ
ラ
ピ
ス
ト
が一
対
一で
携
わ
る
時

間
も
多
く
設
定
。理
学
療
法
士
の
二
反
田
浩
明

さ
ん
は
、機
能
訓
練
指
導
員
お
よ
び
事
業
管
理

者
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

　

も
と
も
と
介
護
業
界
の
人
手
不
足
を
知
り
、

人
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
仕
事
へ
の
興

味
も
あ
っ
て
、異
業
種
か
ら
ツ
ク
イ
に
飛
び
込
ん

だ
二
反
田
さ
ん
。当
初
は
介
護
職
員
と
し
て
働

い
て
い
ま
し
た
が
、訪
問
入
浴
の
業
務
を
行
う

上
で
看
護
師
と
の
関
わ
り
や
地
域
医
療
と
連

携
す
る
中
で
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
興
味
を

持
ち
理
学
療
法
士
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

そ
の
後
一
旦
ツ
ク
イ
を
離
れ
、病
院
に
て
10
年

の
臨
床
経
験
を
経
て
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
事
業
の

立
ち
上
げ
も
経
験
。医
療
保
険
も
介
護
保
険

も
学
ん
だ
成
果
を
生
か
す
べ
く
、２
０
１
９
年
に

ツ
ク
イ
に
再
入
社
し
ま
し
た
。

新設の機能訓練特化型事業所で新設の機能訓練特化型事業所で
明るく風通しのよい環境づくりを明るく風通しのよい環境づくりを

ツクイ松本岡田（松本市）

WEBでも
ご覧になれます

　作者が通う福祉事業所を運営する法人のカレンダーが、
筆者の自宅のトイレに（すみません）飾ってある。トイレ
に入るたびにこの作品が目に入ってきて、とても気になっ
て見入ってしまう。色や構図、何を描こうとしたかを作者
は何も語らない。
　しかしそれは毎回見入ってしまう私の想像を膨らませ
る。何だろう。道が続いている？
それはどこから来てどこに向かう道？家族で楽しそうにピクニック？あっちの村からやって来
る人たち？　いやいや、戦火の中を逃げ惑う人たち？　そもそも道を描いているのかも不明
だ。しかしさまざまな情景を私に勝手に想像させる絵なのだ。東山魁夷をはじめ何人もの有名
画家が道を描いている。それらもただの道なのに、見る人自身のモノガタリを重ね合わせなが
らさまざまなことを想起させる。
　絵の鑑賞は見る人それぞれの感覚で、それぞれの見方があり、それぞれが想像する物語を楽
しむものだと思う。この絵はそんなことを考えさせてくれた。

（ながのアートミーティング　取材）

ツクイ松本岡田 ＨＰ

『無題』色鉛筆

作者：小坂井 叶美（こさかい  かのみ） 28歳
　　 上田市在住
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